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歴
代
住
職

悲
願
の
国
宝

安倍文殊院

国
の
文
化
審
議
会

の
答
申

で
、
安
倍
文
殊
院
（
桜
井
市
阿

部
）
の
本
尊
、
文
殊
蔀
藤
群
像
が
、
重
要
文
化
財
か
ら
国
宝
に

格
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
彫
刻
分
野
の
国
宝
指
定
は
県

内
で
は
20
年
ぶ
り
。
関
係
者
か
ら
書
び
の
声
が
上
が

っ
た
。

彫
刻
分
野
20
年

ぶ
り

県
内

国
宝
指
定
を
受
け
る
の
は
、

鎌
倉
時
代
の
仏
師
、
快
慶
が
1き

化
0
3
年
に
作

っ
た

「
木
造
騎

獅
文
殊
菩
薩
像
」
の
ほ
か
、
像

内
か
ら
見
つ
か

っ
た
巻
物
と
脇

侍
像
4
体
の
計
6
点
。
文
殊
菩

薩
像
は
獅
子
に
乗

っ
た
姿
で
、

高
さ
約
7
㍍
は
全
国
最
大
。

文
殊
菩
薩
像
は
快
慶
の
代
表

作
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
像
内

に
平
家
の
南
都
焼
き
打
ち
で
焼

け
た
東
大
寺
を
復
興
し
た
僧

・

ち
ょ
う
げ
ん

重
源

の
別
名

「
南
無

阿
弥
陀

仏
」
の
銘
が
あ
る
。
大
仏
殿
再

興

の
締
め
く
く
り
と
し
て
像
が

道
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
記
念
碑
的
な
像
と
し
て
も

高
い
評
価
を
受
け
た
。

植
軋
傲
麒
貫
主
（
54
）は

「
国

宝
指
定
は
歴
代
住
職
の
悲
願
で

あ
り
、
大
変
光
栄
な
こ
と
。
こ

の
話
を
頂
い
て
か
ら
、
心
な
し

／
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か
仏
様
の
お
顔
が
ほ
ほ
え
ん
で

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
」
と
亭

ぶ
。
2
年
前
に
は
仏
像
用
の
L

E
D
照
明
を
つ
け
た
。、
「
指
定

で
中
南
和
ま
で
多
く
の
人
が
足

を
延
ば
し
て
く
れ
る
き

っ
か
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

朝
日
新
聞
紙
上
で
「
お
気
に

入
匂
の
仏
像
」
と
し
て
文
殊
菩

薩
像
を
取
り
上
げ
た
イ
ラ
ス
ト

レ
ー

タ
ー
、
み

う
ら

じ

ゅ
ん
さ

ん
（
55
）
は

「
小
学

生
の
時
以

来
、
何
十
回
も
見
に
行

っ
た
仏

像

で
、
う
れ
し
い
。
大
き
さ
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
均
整
も
取
れ

て
お
り
、
顔
も
い
い
。
な
ぜ
国

宝

に

な

っ
て

い

な

い

ん

だ

ろ

う

と
思

っ
て
い
た
の

で
、
指

定

は
遅
い
く

ら
い
だ
」

と
話

す
。

（
渡
義
人
）

重
文
に
6
件
指
定

こ
の
ほ
か
、
重
要
文
化
財
に

6
件
が
指
定
さ
れ
、
県
内
の
指

定
件
数
は
1
1
8
1
件

（
う
ち

国
宝
1
4
9
件
）
に
な
る
。
新

た
に
指
定
さ
れ
る
重
要
文
化
財

は
次
の
通
り
。
け
んば
ん
ち
ゃく
し
ょ
く

法
隆
寺
の
「
網
本
書
色
聖
徳
太
子

勝
垂
経
講
讃
図
」
（
鎌
倉
時
代
）
▽

東
大
寺
の
「
鋼
造
釈
迦
多
宝
如
来
坐

像
」
二
体
（
奈
良
時
代
）
▽
天
河
神

社
の
「
木
造
能
狂
言
面
」
（
室
町
時

代
～
江
戸
時
代
）
▽
奈
良
国
立
博
物

館
保
管
の
「
法
華
経
建
治
二
年
八
月

四
日
宗
性
願
文
」
八
巻
（
鎌
倉
時

代
）
▽
東
大
寺
の
「
新
修
浄
土
往
生

伝
巻
下
保
元
三
年
六
月
十
七
日
弁
昭

書
写
奥
書
」
（
平
安
時
㈹
汁
Ⅳ
捺
噴

国
立
博
物
館
保
管
の
「
万
屋
嶋
主
解

紙
背
写
千
巻
経
所
食
物
用
帳
」
（
奈

良
時
代
）


